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32.文部科学省科学技術推進事業 「被ばく医療プロフェッショナル

育成計画」 受講生の「放射線事故医療研究会」への参加
（学内対応分）

実施時期又は期間

①平成２３年８月２７日

②平成２４年９月８日

対応部局及び人員

①受講生７名（青森県庁職員等の社会人），被ばく医療総合研究所教員（引率）

②受講生４名（三沢病院医師等の社会人），被ばく医療総合研究所教員（引率）

実施の背景・目的

平成２２年度から開始した「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」事業は被ばく医療

に係わる人材育成を目的としており，放射線事故医療研究会では福島原発事故についての最

新情報等が得られることから，事業の講義の補完の場として受講生を参加させた。

実施概要

放射線事故医療研究会は，①は「東京電力福島第一原発事故を受けた緊急被ばく医療支

援体制の構築に向けて」をテーマに国際医療福祉大学（埼玉県和光市），②は「緊急被ばく

医療の原点に帰る次世代へのメッセージ」をテーマに（独）放射線医学総合研究所（千葉県

千葉市で開催され，数多くの被ばく医療専門家による基調講演，シンポジウム，パネルディ

スカッション等が行われた。当研究会には，本学被ばく医療プロフェッショナル育成計画の

受講生が①に７名，②に４名参加し，福島原発事故に関しての最新情報を学ぶことができた。

効果又は結果

研修会で得られた福島原発事故に関しての最新の貴重な情報は，被ばく医療の重要性

と，受講生各人の事業への取り組みの姿勢を再認識させた。

今後の課題

事業期間平成２２年度～２６年度となっている「被ばく医療プロフェッショナル育成計画」

事業継続のための財源の確保。

担当部局名

被ばく医療総合研究所
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第 16 回放射線事故医療研究会プログラム


